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 世帯数 １５７世帯 

 人 口  ３５２人   

   男  １６３人    

    女   １８９人    

高齢化率５０．０％ 

  （１２月末現在） 

美濃はつらつ通信 
 

   
 

     

火災ゼロで安心安全目指して 
消防出初式・地区消防祝賀会開催 

益田市消防出初式が１月７日、市民体育館で行

われ、美濃地区第１３分団（西迫均分団長・２６人）

は式典に参加後、地区消防後援会（三浦満会長）主

催の式典及び祝賀会に臨みました。 

 西迫均分団長は式典で「昨年は九州北部豪雨災

害が発生、益田市でも２０件の火災がありました。

美濃地区では幸い２年間無火災ですが、今後も地

区住民の生命財産を守るため、活動にいっそう力

を入れていきたい」と挨拶。出初式で表彰された美

濃分団の方々は次の通り（敬称略）。 

 日本消防協会長表彰勤続章／西迫均・原良一▽県

知事表彰永年勤続功労章／中尾健治▽県消防協会長

表彰功績章／西迫均▽同勤続章(20年)谷本満▽益田

広域消防協会長表彰章／中島衞▽同勤続章(15年)／

豊田智巳▽市長感謝状消防団 30 年勤続／中尾健治 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      地元に伝わる歴史を掘り起し、記録に残 

      す活動を進めている、自治組織はつらつ美

の「   濃の里「結い学び部会」（田中育美部長）が

1     1 月２１日、清水地区の山中にある清水寺

（せ   （せいすいじ）跡を探査しました。 

 当日は青木誠二さんや島田正樹さんの

案内でふもとから山道を約 30 分かけ到

着。木立の中に、江戸時代の寺の石垣や境

内、池の跡などを確認。２世住職亮円の墓

標や六地蔵のほか、周辺には 

墓地や住居跡などもあり、江 

戸時代に栄えた清水地区の往 

時が偲ばれました。結い学び 

部会では、今後も周辺の史跡 

探査を続ける予定です。 

 

 

 

    無病息災願い「どんど焼き」 
  お正月飾りなどを持ち寄って、今年１年の無病 

息災を願う “どんど焼き”が１月１３日、一面雪 

景色となった元美濃小校庭で行われました。 

 この日しめ縄などを持参して集まった地区民は 

子どもたちを含め約６０人。２日前から地区社協 

の中尾敏雄会長や事務局の白神光人さん、森脇博 

文さんらが公民館職員とともに青竹を切り出して 

十段に組み合わせた櫓（やぐら）を準備しました。 

 櫓に入れられた正月飾りに中西小６年の豊田侑 

輝さんと中島彩さんが着火棒で点火すると、炎が 

勢いよく燃え上がりました。校庭には食推協によ 

るぜんざいやむすびなどが用意され、集まった人 

たちは約２時間、アツアツの焼き芋や焼き餅など 

も味わいながら地区の伝統行事を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日から降った雪で白一色
となった校庭で、正月飾りを
櫓に入れる小学生たち。食推
協提供の熱いぜんざいは今
年も大好評 
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清水寺跡に残る六地蔵の中の一尊 

文
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雪の元美濃小学校屋体 

 
 



                    

                  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

  

 

          美濃に伝わる伝統芸能「田植囃子」 
「美濃地田植囃子」 

 美濃地地区の田植囃子は明治２０年ごろ、邑智 

郡市木出身の石橋幾市という人がこの地に伝えた 

とされ、戦時中は中断しましたが戦後復活。現在 

は美濃地田植囃子保存会（真庭信八会長）によっ 

て継承されています。 

美濃地田植囃子はゆるやかな調子で、優美な動 

きが特徴。歌も落ち着いた調子で、舞もゆったり 

とのびやかなリズムで演じられます。 

 

                「有田田植囃子」 

   

 

 

                           

 

 

  

  

最初の「導き」から、「苗取り」、「植え付け」、 

「仕上げ」の４段階で演じられ、太鼓を掛けた人 

たちは浴衣のすそをからげ、赤、青、黄色、緑な 

ど鮮やか色で組み合わせたタクリやタスキなどを 

結び、花笠と共に華やかさを盛り上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の診療予定日 

火曜日   木曜日 

    

   

  １日 

 村野医院 

    

 

  ８日 

澄川クリニック 

 １３日 

 神崎内科 

 １５日  

中島クリニック 

  

  

 ２２日 

  林医院 

 ２７日 

 神崎内科 

 

     ２月の行事予定 
  
６日（火） 第３回健康相談 

       １０：００～ 

１６日（金） 「ボランティア美濃」 

反省会１３：３０～ 

１９日（月） 市県民税申告相談 

        ９：００～１２：００ 

       １３：００～１６：００ 

２０日（火） 手しごとクラブ 

     １３：３０～ 

２１日（水） 手しごとクラブ 

       １３：３０～ 

２４日（土） ＪＡ地区座談会 

       １３：３０～ 

２６日（月） 自治会長会議 

       １９：３０～   

 

 

診療時間 １３：３０ 

 

ぶらり 

美濃さんぽ 

     祝ご成人 
おめでとうございます 

本郷々上    

椋木 恭
やす

誉
たか

 さん 
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 有田の田植囃子は他で見られない特殊な調子

で、美濃地の田植囃子に比べると、早い調子に終始

して演じられるのが特色です。歌の調子も舞を舞

うのも早いため、演じる人は大変ですが、活発な動

きが観る人を惹きつけます。 

 有田田植囃子の歴史は古いとされ、伝承によれ

ば幕末から明治初期にかけ、広島県山県郡大朝か

ら伝わったといわれています。 

 有田には明治から大正にかけ、田植囃子の師匠

格の人が多く、当時周辺地域から招かれ各地に指

導に出向いていたそうです。 

 現在は有田田植囃子保存会（白神光人会長）がそ

の伝統を受け継いでいます。 
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美濃いきいきクラブから

お知らせ 
２月からグランドゴルフ

を毎週１３：３０から行うこ

とになりました。どなたでも

お気軽にご参加ください。 
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 西南地区民生・児童委員協議

会の会長を務める田中功夫さん

が、多年民生の安定と福祉の増

進に努め、社会福祉の向上に寄

与したとして、先般島根県知事

から表彰を受けました。 

 田中さんは平成８年から７期 

２１年間にわたり、民生委員と

して高齢化が進む地区で活動を

続け、地区住民の身近な相談相

手となっています。 


